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検証環境構成図と本書記載範囲
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HP DL380Gen9

HP StoreOnce 3450

StoreOnce対応
FC-HBA

DL380Gen9の
FC-HBA

※FC-VTLとしてのStoreOnceの活用を
検討し、検証用にHPE社様から
StoreOnceと、対応FC-HBAを借用致
しました。
・なお同FC-HBAは、DL380Gen9用の8Gbps FC

-HBAと同じものではありました。

StoreOnce をFC-VTLとして利用する
場合、ライセンス（1000円（税別））
を必要とし、こちらもお借りしました。

StoreOnceには、IBM i のサポートが
あります。今回、IAでも同時に検証を
行いました。なお、IBM i での検証部
分は別資料にて公開予定です。

本書は、FC-HBAでのVTL設定と、
BackupEXECでの動作確認結果を記載
致します。

IBM S814
As

IBM i
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StoreOnce入門動画の紹介
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管理画面が日本語対応です。マニュアルやヘルプも日本語があります！

メーカー作成の動画をご覧ください。

StoreOnce入門 Backup Exec編

https://www.youtube.com/watch?v=io
vBQsWAbgE&feature=youtu.be

※URLは変更になる場合があります、
ご了承ください。

<URL 2Dバーコード>

https://www.youtube.com/watch?v=iovBQsWAbgE&feature=youtu.be
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StoreOnce FC環境での利用（概要）
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動画のVTLはiSCSI接続でした。残念ながらIBM ｉ からは使えません。

しかし、StoreOnceにはFC接

続の機能もあります。

次ページ以降で、StoreOnce

筐体のPCIeスロットへの

「FC-HBA」の取り付け、

「ライセンス」の有効化、

「VTLライブラリ」の作成、

「ファイバーチャネルポート」

の設定方法をご紹介します。
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StoreOnce FC環境での利用（FC-HBAの取り付け）
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PCIeスロットにFC-HBAを1枚取り付けました。取り付けるスロットを間違うと

認識しませんでした。

マニュアルに以下の

記載を見つけました。
SLOT6

SLOT1

SLOT5

※最初はＳＬＯＴ１に取
り付け、ＮＧでした。
正解はＳＬＯＴ６でした。
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StoreOnce FC環境での利用（ライセンスの有効化）
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ライセンスは本体のS/Nを基にふられます。今回は機械をお借りしてからS/Nを
確認、メールして、ライセンスを取っていただきました。ライセンスキーは即日発
行いただけました。（念の為、FC-HBA情報もメールしました）（なお、“即日”は
お約束するものではありませんので、何卒ご了承ください）

Mail:To HPE

Mail:From HPE
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StoreOnce FC環境での利用（ライセンスの有効化）
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ライセンス管理の画面で、⦿キー文字列の側を選択して、ライセンスキー文字
列の入力部へ、ライセンスキーファイル中の２行目から後ろを、コピー＆ペース
トしました。



Copyright 2018 IGUAZU Corporation

StoreOnce FC環境での利用（新規ライブラリーの作成）
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「VTL」の「ライブラリ」を選択し、画面上部右端の作成ボタンを押す。

ＩＢＭｉでの使用時は、ライブラリエミュレーションの選択で、「IBM-TS

3500 IBMi」を必ず選択します。（※IBM-TS3500はOPEN用です）

ＩＡサーバでの使用時は、
「D2DBS Generic」もしく
は、他のHP製ライブラリ
の型番を選択します。
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StoreOnce FC環境での利用（ライブラリーのFC用設定）
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「ドライブエミュレーション」

「バーコードの文字数」等を

設定し、最後に

「ファイバーチャネルの情報」

の中の「HBAとFCポート」の

設定をします。

ＩＡサーバの場合は、ＯＳ上に

選択したライブラリエミュレー

ションに合わせたドライバを

ダウンロードし導入します。

IBM i はOS自体にドライバが最初から入っていますのでドライバの導入作業

は発生しません。接続後、ｉＯＳ上で認識していることをご確認ください。



Copyright 2018 IGUAZU Corporation

StoreOnce FC環境での利用（BackupEXECの利用）
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BackupEXECにて、

検証用に右記の様に

バックアップ定義を

作成しました。

「Windows2012R2の

OSフルバックアップ

を行う。」
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StoreOnce FC環境での利用（バックアップ結果）
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こちらはStoreOnceのライブラリー中のカートリッジの
設定画面です。

メールスロットとは、ライブラリ装置にテープを出し入れ
する為の場所を意味します。（I/Oスロットとも言う）

今回はテープドライブを3個、10GBのメディアを１５個で
ライブラリを作成しました。（※仮想テープなので、こん
な自由なサイズも作成可能なのです）

バックアップ開始時、この
Windows OSは80GB弱の
利用容量でした。

左記はバックアップ後の
表示です。

メディアをまたいでバック
アップが取得できているこ
とが確認できます。
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StoreOnce FC環境での利用（バックアップ結果）
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こちらはBackupEXECのカートリッジスロットの画面です。
StoreOnceの画面同様、メディアをまたいでバックアッ

プが取得できていることが確認できます。約２０分程
度でフルバックアップできたことを確認できます。
（若干の数値の違いは10進数と2進数の差や、テープフォーマット等
に由来するもの）
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更新履歴
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内容に応じてテキストを入力してください。
日付 バージョン 更新内容

2018/1/吉日 初版 新規作成
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